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を照射し，き裂とその周囲を溶融する．光ファイバは，出
力やファイバコア径にもよるが，100 m 以上の伝送が可
能であるため，レーザ発振器および冷却装置の設置位置か
ら離れた補修施工箇所まで光ファイバを敷設し，レーザき
裂補修溶接を行うことができる．施工姿勢は，たとえば鋼
床版に生じたデッキ貫通疲労き裂を補修する場合は下向
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組織に欠陥がなく良好である．
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